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材料の高機能化が進められ，とりわけ，複数

の機能をもつ多機能性材料の開発に注目が集

まる．これらの要請を満たす上で，機能性素材

の複合化は必須であり，有機無機ハイブリッド

材料の開発は新たなデバイス設計への重要な

アプローチと言える．当研究室では高分子に無

機成分を複合した高分子型複合材料について

研究を進めている．本講演では，様々な分野で

機能性素材が求められ，また，開発されている

が，それらを安定的に利用することを目的に複

合材料の立場から最新データを紹介したい． 

白色顔料や抗菌剤として酸化チタン(チタニ

ア)がよく知られるが，これらの性質に加えて

光誘起磁気相転移(PIPT)を示すことでも注目

されている 1)．チタニアへのUV照射によりTi4+

から Ti3+に誘起することで，反磁性から常磁性

へと転移する．母材への高分散化によって局所

的に磁化の自在なパターニングも可能となる 

(Fig. 1) 2)．まさにマグネトオプティクス特性を

有し，デバイス応用への展開が期待される．し

かしその一方で，Ti3+が大気中では不安定であ

るとの課題があり，持続的にチタニアの効果を

得ることが困難であった．本研究では，高分子

母材中でチタニア粒子を in site 合成すること

と，高度に分散化したハイブリッド材料の作製

に成功した 2)．母材に UV 耐性のあるポリカー

ボネート(PC)を用い，PC の化学構造を制御す

ることで酸素透過性が改善された．PC の透明

性が高いことから，母材中でもチタニアの

PIPT 特性に影響することなく，Ti3+の長寿命化

に繋がった．磁気特性を有する素材との複合化

は素材機能の安定化だけでなく，新たなデバイ

ス設計への有用性を示せたと考えている． 
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Fig.1 (a) SQUID magnetometer measurements of PC100. 
(b) The image of photolithography of PC100 by UV 
light source. (c) Photograph of PC100 with 
photolithography and heating treatment. 
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